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◆「事前相談」について

・事前相談のまえに、NETISホームページにて、申請マニュアル、実施要領及び実施規約等を必ず確認してください。

・「事前相談」では、技術内容(「新技術」なのか、従来技術は妥当か、など)の確認を行い、NETIS登録申請の受理の可否を判断します。

※「新技術」とは以下の全ての条件を満たす技術になります。

・論理的な根拠があり、技術的な事項に係る性能、機能等が当該技術の目的や国が定める基準等を満足することが、技術を開発した民間事業者等により実

験等の方法で確認されていること

・実用化している公共工事等に関する技術

・当該技術の適用範囲において従来技術に比べ活用の効果が同程度以上の技術又は同程度以上と見込まれる技術

・また、四国技術事務所では、オンライン事前相談とは別に、技術内容確認資料(事前用)及び申請技術と既技術(従来技術)との比較資料の作成をお願いして

います。NETIS登録申請の受理の可否判断資料になるため、新技術相談窓口から提出依頼がありましたら作成～提出してください。
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■事前相談

記入年月日 □事前相談の記入した年月日を記入してください。１ １
２

会社名等 □申請する新技術の技術的な内容に関する問合せ先につい
て、会社名・協会等名、所在地、担当部署、担当者氏名、
メールアドレス、電話番号を記入してください。

□電話番号は平日9:00〜17:00に連絡が取れる番号とし
てください。

２

３

代理による
手続きの場合

□代理手続きの場合、上記と同様の内容を記入してください。３

４

技術名称(仮) □申請する新技術の名称をフルネームで記入してください。４

５
製品化した
時期

□製品化した時期を選択してください。５

６

登録分類 □プルダウンメニューより、レベル１〜レベル２まで選択してくだ
さい。

（注）分類に ついては、申請した新技術を主として活用され
る分類（工種）を記入してください。

□分類が複数あるものは、分類２も入力してください。
（注）評価する際に適用と なる工種は分類１になります。

６

７

技術の概要 □申請する技術の概要について、「何について、何をする技術
なのか︖」、「②従来はどのような技術で対応していたの
か︖」を記入してください。

７

８ 従来技術 □申請する新技術の比較対象となる「従来技術名」を挙げて
ください。

８

９

新規性 □申請する技術の新規性について、「従来技術に対して、どこ
に新規性があるのか︖」を記入してください。

９

技術概要や
新規性、効果
等が把握でき
るパンフレット・
説明資料・
画像

□技術概要や新規性、効果等が把握できるパンフレット・説
明資料・画像を添付してください。

□添付する資料は3 ファイルまで合計10MB までとします。
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11 入力内容の
確認

□事前相談の内容、必要に応じてコメントを入力後、「入力
内容の確認」をクリックしてください。

→本画面で入力する登録分類（工種）の内容に従い、当
該工種を担当する地方整備局等の窓口へ申請内容が送
信されます。
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◆「技術概要資料（申請資料）」について

・「技術概要資料」は、申請技術の概要説明資料であり、NETISにてインターネット上に公表され、多くの方が閲覧する資料になるため、文章は簡潔且つ万人

に分かりやすい表現にして下さい。

・また、NETIS閲覧者が申請技術を活用するか否かの判断に利用されることが多いため、比較評価の根拠を明らかにする必要があります。

※優位性をうたっていても根拠が無ければ「信頼性のない技術」と判断されてしまいます。

・「技術概要資料（申請資料）」は、基本的に従来技術との比較により、新技術を評価(優位性の整理)するようになっています。

・適正な従来技術を選定し、比較評価するようにして下さい。
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

技術名称は、他の様式と整合させて下さい。

記入年月日Ｄ □登録申請書の作成(記入、変更)日になっていますか︖
→追加記入や内容変更した場合でも、時系列で管理が出来ます。

情報提供の
範囲

□「一般」を選択していますか︖
→原則「一般」を選択してください。 Point

分 類 □適正な分類を選択していますか︖
□分類1は従来技術に対する分類を選択していますか︖ →事後評価において重要となります。

区 分Ｇ □各区分の定義に沿ったものを選択していますか︖
※区分の定義は次のとおりです
「工法」︓材料、機械、製品、システム等を組み合わせることにより、工事の一部、あるいは全体を

完遂させるに足る方法。
「材料」︓公共工事等において、加工、添加等されることにより用を成す原料、資材。
「機械」︓公共工事等に用いる建設機械、作業用機械。
「製品」︓公共工事等により製作、築造される物を構成する一部材であり、新たな加工を

要さないもの
「システム」︓材料、製品、機械等が体系的に組み合わされ、公共工事等における工法、

調査方法等を支援するものや、IT 等の先端技術を利用 した情報システム、
施工管理や維持管理に利用するマネジメント技術などを指す。

１．「技術名称」「副題」「技術開発年」「記入年月日」「情報の提供範囲」

２．「分類・区分」

■技術概要資料

□記載内容が詳細説明資料と整合がとれているかを確認しましたか︖ Point
→各項目の記載内容を整合させてください。
□記述内容が明らかに間違っていないか、誤字、脱字はないか、を確認しましたか︖
□添付画像(写真、図面、グラフ・表等)について、画像、文字、数字が鮮明か、読みやすいかを確認しました
か︖

【申請情報】

技術名称 □申請する新技術の名称をフルネームで記入してください。
□NETIS登録後は技術名称を基本的に変更できません。 Point
□商標登録されていないか、既にNETISに登録されている技術名称と同一ではないですか︖
□また、名称に「新」を付けたり、型番や会社名を入れていないですか︖
□技術名称は、技術の内容及び特色が容易に理解できる名称になっていますか︖

Ａ

副 題 □技術名だけでは不明なものを補完し技術内容が把握できるものになっていますか︖
□特にその技術の内容、開発目標が簡潔に記載されていますか︖

Ｂ

開発年 □申請年次より未来になっていませんか︖Ｃ

Ｅ

Ｆ
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Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

キーワード
(チェックボックス）

Ｈ □申請技術の性能として該当するものを選択していますか︖
□選択項目は最大３つまでにして下さい。
※詳細説明資料で裏付けできているかの確認が必要です。

キーワード
（自由記入）

□<技術概要資料>の中で使われている語句以外のキーワードを記載していますか︖
→<技術概要資料>本文の全文が検索対象となります。

□申請技術のアピールポイントを表現したものになっていますか︖
□単語でなく短文でも良く、営業活動等で利活用できるような文言の選定を勧めます。 Point
→申請技術の特徴、能力を示す語句については、既に様式2の本文中に使用されているものと思われ
ます。

□NETISにおけるキーワード検索で検索結果の件数を確認しましたか︖ Point
→検索結果が0〜5件程度であることが望ましいです。
□選択項目は最大３つまでにして下さい。
※技術概要資料、詳細説明資料、比較表等で裏付けできているかの確認が必要です。

開発目標Ｉ □申請技術の性能として該当するものを選択していますか︖
□選択項目は「その他（自由記入）」を含めて最大3つまでにして下さい。
※詳細説明資料で裏付けできているかの確認が必要です。

開発体制
Ｊ

□適正な開発体制が選択されていますか︖
□(共同開発の場合)NETIS登録について、他の共同開発者の承諾を得ていますか︖
→共同開発の場合は他開発者の技術使用に関わる同意書等(自由様式)の添付(提出)が必要にな
ります。

→係争が発生すると掲載中止になります。

Ｋ 開発会社 □正式な会社名を記載していますか︖
□(共同開発の場合)開発に携わった会社名全てを記載していますか︖
→開発者名ごとに「,（カンマ）」で区切りをしていますか︖

Ｌ 問合せ先
（技術）
問合せ先
（営業）
問合せ先
（その他）

□技術的な内容に関する問合せが可能な連絡先を記載していますか︖

□営業に関する問合せが可能な連絡先を記載していますか︖

□共同開発、または営業関連企業、協会(員)等を記載していますか︖
□会社名、担当部署、担当者などの記載に誤りはないですか︖
※営業活動にもつながるため出来る限り記載することを勧めます。

Ｌ

３．「キーワード」「開発目標」

4.「開発体制」「開発会社」 「問合せ先」
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Ｍ

※写真又はイラスト等の画像1ファイルを用いることができます。
→貼ることのできる画像ファイルはjpeg、gif、bmp、png形式で、
サイズは2MB以下として下さい

【参考図︓画像ファイル(結合例)】

イラスト①

写真
①

写真
②

写真
③

イラ
スト
②

1,
00
0ピ
クセ
ル

600ピクセル

概 要Ｍ 「概要」全般
□各項目間に空白行を設けていますか︖
□文頭に「・(中点)」を用いて、文章を整理して下さい。
※各項目間の空白行の挿入、及び文頭の中点の配置により、「読みやすい文章」になるように整理します。

①何について何をする技術なのか︖
□簡潔な表現になっていますか︖
→捕捉説明が必要な場合は「④その他」などの見出しで追記できるため、当該項目では簡潔な表現にして下
さい。

②従来はどのような技術で対応していたのか︖
□適正な従来技術を選定していますか︖ Point
□従来技術は様式3と統一されたものになっていますか︖ Point
□従来技術の概要について簡潔に説明できていますか︖
→「技術名称」と「技術概要(施工要領など)」を二段書きで記載することを勧めます。
【記載例】
・●●工法
▲▲を用いて■■を行う工法であり、◎◎が必要となる。

③公共工事のどこに適用できるのか︖
□妥当性のある工種(工事)を選定していますか︖ Point
□様式3「使用可能な工事の種類」と同様の内容になっていますか︖ Point
※該当する工種(工事)は複数記載することが可能です

④その他
□様式3「使用可能な工事の種類」と同様の内容になっていますか︖
※「専門用語」や「申請技術固有の用語」等があれば補足説明することを勧めます。 Point

●概要写真
□画像の添付は必須ではありませんが、申請技術のアピールのために添付することを勧めます。
→「百聞は一見に如かず」ではありませんが「見せる」ことも重要だと考えます。 Point
□技術の優位性や特徴が一目で分かるようなものを添付していますか︖
→視覚的に技術概要が理解できるものを勧めます。
※画像ファイルはjpeg又はgif形式で、ファイルサイズは185KB以下(横600pix×縦1000pix以下)。
※複数の画像を結合して1画像にすることで多くの写真を添付することができます。(左下図参照) Point
※プリントアウトした時に文字や数字などがはっきり分かるものを使用して下さい。
③公共工事のどこに適用できるのか︖

●概要写真タイトル

５．「概要」

６．「概要写真」 「概要表」
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Ｍ

・○○を△△から□□に変えた。
・●●であり▲▲における■■が不要となる構造とした。

※「新規性」と「効
果」は対になるよう
に記載すると分か
り易くなります。

概 要Ｍ ●概要表
□詳細説明資料と同様の内容になっていますか︖

●概要表タイトル

Ｎ 新規性及び
期待される効果

□従来技術の課題、新技術の有効性などを表現していますか︖
□各項目間に空白行を設けていますか︖
□文頭に「・(中点)」を用いて、文章を整理して下さい。
※各項目間の空白行の挿入、及び文頭の中点の配置により、「読みやすい文章」になるように整理
します。

①どこに新規性があるのか︖
□文頭に「・(中点)」を用いて、文章を整理して下さい。
→【上記表現が出来ない場合】優位性や特徴を表現した内容になっていますか︖
□変更要因を物理的、理論的に表現できていますか︖

②期待される効果は︖
□「□□に変えたことにより××が●●％向上する」のような表現になっていますか︖
→【上記表現が出来ない場合】優位性や特徴を表現した内容になっていますか︖
※「経済性」「工期･工程」については、可能な限り定量化した表現にして下さい。(○○％削減、
○○％短縮など)

□詳細説明資料で実証確認した事項と整合していますか︖
※詳細説明資料で比較評価していない事項については記載しない下さい。
□詳細説明資料で実証確認した事項と整合していますか︖
※「①どこに新規性があるのか︖」と「②期待される効果は︖」は対になるように記載して下さい。

Point

Ｎ

７．「新規性及び期待される効果」
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技術概要
(アブストラクト)

□申請技術のＰＲができていますか︖
□従来技術と比較した内容になっていますか︖ Point
□申請技術を使用した際の期待される効果を記載していますか︖
→「本技術は●●で従来は▲▲で対応していた。本技術の活用により■■が期待できる。」の記載要領
を勧めます。

□Ｎ概要、Ｐ新規性及び期待される効果で記述した内容と整合が取れていますか︖
※NETIS検索で最初に表示される文章です。申請技術に興味を持ってもらえるような表現になるように
努めて下さい。

Ｎ 効果写真 ●効果写真
□画像の添付は必須ではありませんが、上記文章を補完できるようなものを貼り付けることを勧めます。
※注意事項についてはN概要●概要写真の項目を確認して下さい。

●効果表
□表を用いて「新規性」「期待される効果」について表現することも可能です。

●効果写真タイトル
●効果表
□表を用いて「新規性」「期待される効果」について表現することも可能です。

●効果表タイトル

Ｎ

ＯＯ

８．「効果写真」「効果表」

９．「技術概要(アブストラクト)」
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Ｐ 適用条件 「適用条件」全般
□各項目間に空白行を設けていますか︖
□文頭に「・(中点)」を用いて、文章を整理して下さい。
※各項目間の空白行の挿入、及び文頭の中点の配置により、「読みやすい文章」になるように整理します。

□特筆すべき事項が無い項目については「・特になし」と記載して下さい。
①自然条件
□気温や気象、地質など自然条件に関する制約について記載していますか︖
□詳細説明資料「自然条件」と同様の内容になっていますか︖ Point
※各様式間の整合を図る必要があります。

②現場条件
□作業スペースや施工機械、施工場所などに関する制約事項を記載していますか︖
□詳細説明資料「現場条件」と同様の内容になっていますか︖ Point
※各様式間の整合を図る必要があります。

③技術提供可能地域
□提供地域が限定されるか否かを確認していますか︖
□限定される場合は、具体的な都道府県名と簡単な理由を記載して下さい。
□制約等が無い場合は「技術提供地域については制限なし」として下さい。 Point

④関係法令等
□法令上遵守しなければならない条件(法令)を記載していますか︖
※道路交通法、消防法 など

Ｐ

１０．「適用条件」
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Ｑ Ｑ 適用範囲 「適用範囲」全般
□各項目間に空白行を設けていますか︖
□文頭に「・(中点)」を用いて、文章を整理して下さい。
※各項目間の空白行の挿入、及び文頭の中点の配置により、「読みやすい文章」になるように整理します。

□特筆すべき事項が無い項目については「・特になし」と記載して下さい。
□詳細説明資料「適用範囲」と同様の内容になっていますか︖ Point

①適用可能な範囲
□施工量や規模、施工条件などを記載していますか︖
※各様式間の整合を図る必要があります。

②特に効果の高い適用範囲
□「活用の効果」(従来技術との比較)と整合がとれていますか︖
□妥当な条件を記載していますか︖過剰な条件を設定していませんか︖

③適用できない範囲
□適用できない条件、理由を明確に記載していますか︖
□「①適用可能な範囲」が含まれていませんか︖

④適用にあたり、関係する基準およびその引用元
□施工管理基準やその他基準類、引用元を記載していますか︖
※●●工－●●指針、●●示方書･同解説、●●基準･同解説 など

１１．「適用範囲」
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Ｒ Ｒ 適用される基準

１１－２．「適用される基準」

□設計、積算、施工管理に適用される基準を記入してください。
□土木共通仕様書やその他基準類等を記入してください。
□発行年・発行元、項目、頁数も記述してください。
□ 「独自基準あり」を選択した場合は、その基準資料ファイルを選択してください。
ファイルサイズは20MB までのものとしてください。

□ 記載事項がない場合には、「なし」を選択してください。
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Ｓ 留意事項 「留意事項」全般
□各項目間に空白行を設けていますか︖
□文頭に「・(中点)」を用いて、文章を整理して下さい。
※各項目間の空白行の挿入、及び文頭の中点の配置により、「読みやすい文章」になるように整理
します。

□申請技術におけるマイナス点も記載して下さい。 Point
□特筆すべき事項が無い項目については「・特になし」と記載して下さい。

①設計時
□設計条件としての必要な事項や留意事項について記載していますか︖
□様式4「設計条件」と同様の内容になっていますか︖ Point
※各様式間の整合を図る必要があります。

②施工時
□施工条件としての必要な事項や留意事項について記載していますか︖

③維持管理等
□維持管理条件としての必要な事項や留意事項について記載していますか︖

④その他
□特許権等知的財産権、特許使用料の有無などについて記載していますか︖
□(製品等の場合)納入に期間が必要な場合、任意の数量に対する時期の目安について記載していま
すか︖

Ｓ

１２．「留意事項」
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ＴＵ-1

Ｕ-2

Ｗ

Ｔ 従来技術名 □妥当性のある従来技術(公共工事等で標準的に使用されている技術)を選定していますか︖
□Ｍ概要(アブストラクト)、Ｎ概要②従来はどのような技術で対応していたのか︖との整合はとれていま
すか︖

□詳細説明資料「従来技術」と同様の内容になっていますか︖ Point
※各様式間の整合を図る必要があります。

Ｕ-1 活用の効果 □Ｐ新規性及び期待される効果の記載内容との整合はとれていますか︖
□詳細説明資料におけるそれぞれの項目と同様の評価内容(向上、同程度、低下)になっていますか︖

Point
※各様式間の整合を図る必要があります。
※「経済性」「工程」についてはＸ活用の効果の根拠の結果が自動入力されます。

Ｕ-2 比較の根拠 □Ｐ新規性及び期待される効果の記載内容との整合はとれていますか︖
□詳細説明資料におけるそれぞれの項目と同様の記載内容になっていますか︖ Point
※各様式間の整合を図る必要があります。
※「向上」「低下」の項目への記載は必須です。「同程度」の項目への記載については必須ではありません。
※「経済性」「工程」については「同程度」の評価であっても記載して下さい。

Ｗ 活用の効果の
根拠

□「基準とする数量」と「単位」について、申請技術、従来技術の条件を考慮した適正な数値を記載してい
ますか︖
※極力1、10、100等(丸め数値)を基準数量として下さい。

□「経済性」について、積算資料を精査し「新技術の内訳」「従来技術の内訳」を記載して下さい。
□「工程」について、工程表を精査し「工程(新技術)」「工程(従来技術)」を記載して下さい。
□〈詳細説明資料〉〈比較表〉の記載内容と同じになっていますか︖
※添付資料に「積算資料」「工程表」が必要になります。 Point

１３．「従来技術との比較(経済性・工程)」
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Ｕ-2

Ｗ

Ｕ-2 比較の根拠 □Ｐ新規性及び期待される効果の記載内容との整合はとれていますか︖
□詳細説明資料におけるそれぞれの項目と同様の記載内容になっていますか︖ Point
※各様式間の整合を図る必要があります。
※「向上」「低下」の項目への記載は必須です。「同程度」の項目への記載については必須ではありません。
※「経済性」「工程」については「同程度」の評価であっても記載して下さい。

Ｕ-3 自由設定項目 □基本評価項目(経済性、工程、品質、安全性、施工性、環境)以外で比較評価する事項があれば、
新たに項目を設けて比較評価して下さい。
□詳細説明資料においても同様の評価項目がありますか︖ Point
※各様式間の整合を図る必要があります。
※基本評価項目に含まれるか否かを再確認して下さい。

Ｕ-3

Ｕ-2

１４．「従来技術との比較(品質・安全性・施工性・周辺環境への影響)」

<詳細説明情報>入力画面 （根拠資料の入力） → P.26『「詳細説明資料」について』参照
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Ｙ

Ｖ 新技術の
コストタイプ

□適正なコストタイプを選択していますか︖
◆損益分岐型︓A
プラント設置などの初期投資に費用差があるが、ある一定量の施工量を超えれば単位あたりの単価が
逆転するタイプ

A(Ｉ)型︓従来技術と比べ、導入時にコストがかかるが、施工量が増えれば申請技術の単価が
安くなるパターン

A(Ⅱ)型︓従来技術と比べ、導入時にコストはかからないが、施工量が増えれば申請技術の単価が
高くなるパターン

◆平行型︓Ｂ
導入の時点から単価差があり、施工量に関わらず単位当たりの単価差に変化がないタイプ

B(+)型︓従来技術と比べ、導入時から申請技術の単価が安く、施工量に関わらずその差に変化が
ないパターン

B(ー)型︓従来技術と比べ、導入時から申請技術の単価が高く、施工量に関わらずその差に変化が
ないパターン

◆発散型︓Ｃ
導入時の単価差の有無に関わらず、施工量に比例して単位当たりの単価差に変化があるタイプ

C(+)型︓導入時の単価差の有無に関わらず、施工量に比例して単価差が増加するパターン
(申請技術の方が安い)

C(ー)型︓導入時の単価差の有無に関わらず、施工量に比例して単価差が増加するパターン
(申請技術の方が高い)

従来技術
申請技術

技術の
アピールポイント

□従来技術の課題、新技術の有効性などを表現していますか︖
※活用の効果(経済性、工程、品質等の比較表)の直下に表示されるため、NETIS閲覧者の目に留ま
りやすい情報

になります。誇張の無い範囲で申請技術のアピールをしてください。 Point

Ｙ

Ｖ

１５．「その他、技術のアピールポイント等」「新技術のコストタイプ」
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Ｖ 新技術の
コストタイプ

□適正なコストタイプを選択していますか︖
◆サイクルコスト型︓Ｄ
基本的にはＡタイプと同様であるが初期投資コスト(施工費)と経年(維持管理費等)との関係でサイクル
コストとしての特性を表すタイプ

D(Ｉ)型︓期間に応じて新技術のコストが一定のパターン(初期投資コストがかかるが、維持管理費等
が不要)

D(Ⅱ)型︓期間に応じて新技術のコストが増加するパターン(初期投資コストはかからないが、維持
管理費等が必要)

※サイクルコスト型を選択した場合は、新技術と従来技術の1、3、5、10年後における単位当たりの
コストを入力して下さい。

Ｖ

●文章
□Ｘ新技術の内訳･従来技術の内訳における積算条件等を記載していますか︖
□標準的な現場条件を想定した単位･数量になっていますか︖
※施工(現場)条件、積算(単価)条件などを記載して下さい。
※施工単価算出にあたり留意すべき点があれば記載して下さい。
※以下に記載例を示しますので参考にして下さい。

●費用内訳表
□申請技術の歩掛、単価表等を記載していますか︖
※Ｘ新技術の内訳･従来技術の内訳で詳細な内訳を記載している場合、製品･材料の「単価表」として整理
しても良いです。

※歩掛表のチェックについて、適切なものを選択し、チェックを入れて下さい。

□施工条件
・護岸工(施工延長●●m)
・使用杭材︓鋼矢板Ⅲw型、枚数=●枚、L=●m(圧入長●m)
・地盤条件︓GL〜●m:粘性土、最大N値=●、●〜●m:砂礫層、最大N値=●

□積算条件
(共通)
・使用単価︓Ｒ●年●月（香川県）
・仮設費、運搬費は含まず
(新技術)
・使用歩掛︓自社歩掛(Ｒ●年)
※施工条件により施工歩掛に変動がある。詳細については問合せが必要。
(従来技術)
・使用歩掛︓国土交通省土木工事標準積算(Ｒ●年)

【記載例①】

□施工条件
・路側排水工更生(施工延長●●m)
・内空断面︓幅●●mm×深さ●●mm
・現場条件︓交通規制が必要

□積算条件
(共通)
・使用単価︓Ｒ●年●月（香川県）
・仮設費、運搬費は含まず
※施工規模により安全管理費(交通誘導員労務費など)が変動。
(新技術)
・使用歩掛︓自社歩掛(Ｒ●年)
※内空断面に変更がある場合は別途見積が必要。
(従来技術)
・既設水路撤去後、新たに路側排水工を設置
・使用歩掛︓国土交通省土木工事標準積算(Ｒ●年)

【記載例②】

施工単価

従来技術
申請技術

Ｚ

Ｚ

１６．「施工単価」
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費用内訳表Ｘ-１
Ｘ-１

Ｘ-２ 歩掛

Ｘ-２

Ｚ-１ 施工方法 ●文章
□申請技術を使用する場合の作業手順を、箇条書きで簡潔に記載していますか︖
□下記添付画像とリンクさせるとより分かりやすくなります。 Point
※添付画像に施工工程フロー図が含まれている場合、フローに沿った記載方法をとることを勧めます。
※フロー図では表記できないような工程の詳細を、番号(①,②,③…、Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ…)や記号(Ａ,Ｂ,Ｃ…)
を活用してリンクさせると、施工方法がより分かりやすくなります。

●施工方法写真
□画像の添付は必須ではありませんが、上記文章を補完できるようなものを貼り付けることを勧めます。
□フロー図を用いることで、施工方法の「見える化」が図れます。
□フロー図のみではなく、状況写真も併せて示すことを勧めます。
※申請技術と従来技術のフロー図を対比させて表現するとさらにその違いが表現できます。 Point
※注意事項についてはN概要●概要写真の項目を確認して下さい。
※左図中に記載例を示しますので参考にして下さい。

●施工方法表
□上記添付画像において、解像度の問題でフロー図の並記ができなかった場合、当該表を用いて作業工程
フローを表現することを勧めます。

Ｚ-１

１７．「費用内訳表」「歩掛」

１８．「施工方法」

□「16.施工単価」の文章を補足する一覧表が作成できます。（内容は、申請する新技術及び比較従来
技術の単価及び損料等、施工単価の説明であれば任意とします。）

□申請する技術と従来技術および類似技術との経済性が比較できるように簡易な単位数量当りの施工
費用の内訳を記載してください。

□20 列×20 行まで可能です（行や列の挿入は出来ません）。

□該当するものを選択してください。
□標準歩掛とは、国土交通省土木工事標準積算基準書・市場単価であり、施工実態調査を元に、
標準的な施工が行われた場合の労務、材料、機械等の規格や所要量を各々の工種毎に設定したもの
になります。

□暫定歩掛とは、新技術活動支援施策で提供している歩掛。（公共工事の発注者の負担を軽減して
新技術の採用促進を図るため、既に活用実績が多い新技術や活用ニーズの高い新技術について、
積算資料等の技術情報を提供）

□協会歩掛、自社歩掛の場合は、歩掛が分かる資料を添付してください。なお、資料の提出が無い場合
又は、根拠が明確でない資料の場合は、“なし”になります。
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ａ 今後の課題と
その対応計画

「残された課題と今後の開発計画」全般
□各項目間に空白行を設けていますか︖
□文頭に「・(中点)」を用いて、文章を整理して下さい。
※各項目間の空白行の挿入、及び文頭の中点の配置により、「読みやすい文章」になるように整
理します。

①今後の課題
□申請技術に残された今後の課題(現状における課題)を記載していますか︖
□課題が無い場合は「・特になし」として下さい。

②対応計画
□①今後の課題に対する対応計画を記載を記載していますか︖
□対応計画が無い場合は「・特になし」として下さい。

ａ

ｂ

ｂ 施工実績 「実績件数」全般
□「国土交通省」「国土交通省以外の公共機関」「民間」それぞれの施工実績(件数)を記載しています
か︖

□「実績件数」と「施工実績」の工事件数が同じになっていますか︖
□「実績件数」が20件を超えている場合は、「施工実績」へ最新の実績(もしくは代表的な実績)から順に
記載し、最終行に「その他○○件」と記載して下さい。 Point
※必ず「実績件数」と「施工実績」を整合させて下さい。

□「工事名」には正式な工事名を記載していますか︖略式名称になっていませんか︖
□「施工開始」「施工終了」については、『申請技術の施工期間』ではなく、『施工実績に記載している工
事の元請契約における工事期間』を記載して下さい。 Point

□該当工事が終了していないものについては、実績になりません。 Point
□「CORINS登録番号」はできる限り確認し記載して下さい。
※どうしても確認できなければ空白でも良いです。
※国土交通省、地方公共団体及びNEXCOの工事(業務)については、契約金額が500万円以上の
工事、

100万円以上の業務であれば、CORINS又はTECRISの登録が義務付けられています。
※業務実績の場合には、番号の後ろに（TECRIS）を記載して下さい。 Point

●実績件数(国土交通省)
□適切な「事業種類」を選択していますか︖
技術活用パイロ ット︓新技術を試行し、積算資料及び施工資料の整備等に関する事項を調査

するために行う事業
特定技術活用パイロット︓技術活用パイロットのうち建設技術協議会において特定した技術を対象と

して統一的かつ重点的に行うもの
試 験 フ ィ ー ル ド ︓ 新技術を試行し、現場における適用性等、活用の効果等を検証するため

に行う事業
リサイクルモデル事業︓パイロット事業において、技術により発生抑制や再生利用を行う事業
一 般 工 事 ︓ 一般の直轄工事
特定試験フィールド︓試験フィールドのうち建設技術協議会において特定された、事業執行上の

ニーズが特に高い技術を対象として、検証を行う事業
そ の 他 ︓ 直轄以外の工事
※通常であれば「一般工事」が当てはまるものと思われます。 Point

□「地方整備局名」「事務所名」をそれぞれ該当する名称をリストから選択していますか︖
●施工実績(国土交通省以外)
□「発注者(種別)」において適正な種別を選択していますか︖
□「発注者(事務所)」において正確な発注者名を記載していますか︖
※「○○県△△土木事務所」のように「自治体名」と「部署」を併記して下さい。
□民間企業(又は個人)による「民間の施工実績」については、発注者(民間企業又は個人)に対し「工
事名」「発注者(事務所)」等に企業名称(個人名称)の使用の可否について確認して下さい。
Point

※特に個人名については「個人情報保護法」に抵触する恐れがあります。
※企業名称(個人名称)が使用できない場合は、「企業」「個人」を記載して下さい。

１９．「今後の課題とその対応計画」

２０．「施工実績」
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ｃ 特許詳細 □申請技術に関する特許(出願中、予定含む)がある場合、特許情報はすべて記載してください。
但し、６件以上あるものについては代表的な５件を選択し、記載してください。

□申請者と特許取得者が異なる場合は、「特許使用同意書」が必要となります。 Point
□(特許有りの場合)「通常実施権」「専用実施権」何れかをチェックしていますか︖
※いずれも当てはまらない場合もあります。

□(特許有りの場合)実施権者、特許料等などの項目を記載していますか︖
□特許関連資料を参考資料として添付してください。

ｃ

ｄ

ｄ 実用新案 □申請技術に関する実用新案(出願中、予定含む)がある場合、実用新案情報を記載してください。
※「特許番号」には「実用新案番号」又は「実用新案出願番号」を記載してください。
※「備考」に「実用新案取得内容(出願内容)」を記載してください。

□申請者と実用新案取得者が異なる場合は、「実用新案使用同意書」が必要となります。
□(実用新案有りの場合)「通常実施権」「専用実施権」何れかをチェックしていますか︖
※いずれも当てはまらない場合もあります。

□実用新案関連資料を参考資料として添付してください。

２１．「特許・実用新案」
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ｅ-1

ｅ-1 第三者評価・
表彰等

●建設技術審査証明とは⇒建設審査証明協議会会員の公益法人による技術審査及び証明
□建設技術審査証明があれば「建設技術番号」「評価年月日」「評価機関」「関連URL」を記載してく
ださい。

□建設技術証明等の有効期限は過ぎていませんか︖
※過去に建設技術審査証明を取得した技術であっても、有効期限が過ぎているものは無効になりま
す。

□(建設技術審査証明がある場合) 記載している事項の証明資料を添付資料にしていますか︖
●建設技術評価とは⇒昭和53年建設省告示第976号に基づいて、国土交通省が開発課題を提示し、

それに対して民間が開発する技術を建設技術評価委員会の結果を受けて、
国土交通大臣が評価を与えた技術

□建設技術評価があれば「建設技術評価番号」「評価年月日」「関連URL」を記載してください。
□(建設技術評価がある場合) 記載している事項の証明資料を添付資料にしていますか︖

●その他の制度等による証明とは⇒他省庁で行っている制度
□その他の制度等による証明があれば「制度の名称」「番号」「証明年月日」「証明機関名称」「関連
URL」等を記載してください。

□(その他の制度等による証明がある場合) 記載している事項の証明資料を添付資料にしています
か︖

●上記「建設技術審査証明」「建設技術評価」「その他の制度等による証明」を取得している場合は、
証明項目、試験･調査内容、結果についての記載が必要になります。
□個々の「証明項目」「試験･調査内容」「結果」について記載していますか︖
□添付資料漏れはありませんか︖

ｅ-2 評価･証明
項目と結果

第三者評価・表彰等あれば記載して下さい。
また添付資料として提出して下さい。
※証明期間が過ぎているものはOUT
※更新した新しい証明書があれば、そちらを記載

ｅ-2

２２．「第三者評価・表彰等」
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ｆ ｆ 実験等
実施状況

●文章
□新技術の成立性(技術的な事項に係る性能・機能等が、目的や基準等を満足すること)を証明する
実験について記載していますか︖
※定量的な評価が可能な実験を行っていますか︖
※比較評価している事項が確認できる実験になっていますか︖
※比較評価している事項が多岐にわたる場合は、できる限り全ての実験結果を記載してください。
※定量的な評価が可能な実験を行っていますか︖

□従来技術との比較における証明資料になっていますか︖
※申請技術に係る数値等のみではなく、従来技術における同一条件下での試験結果が併記してい
ますか︖

□実験に関する資料を添付していますか︖
□「いつ」「どこで」「何を」「どの様に」「どうなった」の要領で記載していますか︖（左図記載例参照）

●実験等実施状況写真
□上記試験状況が確認できる写真や、試験結果を示すグラフ等の画像を貼り付けることを勧めます。
※グラフを用いることで、試験内容(結果)を分かりやすく表現することができると思われます。 Point
※注意事項についてはN概要●概要写真の項目を確認してください。

●実験等実施状況表
□表を併用することで、試験内容(結果)をより分かりやすく表現することができると思われます。

Point
□表の記載内容と上記文章との整合はとれていますか︖

※写真又はイラスト等の画像1ファイルを用いることができます。
→貼ることのできる画像ファイルはjpeg、gif、bmp、png形式で、
サイズは2MB以下として下さい

２３．「実験等実施状況」
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ｇ 添付資料 □詳細説明資料の記載内容の根拠となる資料を添付していますか︖
□詳細説明資料における「⑦添付資料名・番号(根拠データ等)」と整合がとれていますか︖
※「資料番号」及び「資料名」は同一のものにしてください。 Point

□積算資料・工程比較資料・基準書・実験実施結果報告書・パンフレット等、技術の成立性の証
明に必要な資料を添付していますか︖

□「添付資料」は情報公開法の対象資料となります。公開されても問題が無い資料か、確認してくだ
さい。
※情報公開したくない資料については「参考資料」として別途提出するようにしてください。
Point

□四国技術事務所では登録時の記載要領の統一化を図っています。下記要領で記載するようにし
てください。
※「添付資料―(ダッシュ全角)1(半角数字)．(ドット全角)積算資料」で記載してください。

ｇ

２４．「添付資料」
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ｈ 参考文献 □添付資料以外のもので、申請技術の成立性に関して参考にした、一般的に入手可能な文献名、
書籍名、インターネット上で入手可能な学会等での発表論文名等を記載してください。

□「参考資料」を記載する項目ではありません。 Point
□文頭に「・(中点)」を用いて、参考文献を整理してください。

ｉ その他
(写真及び
タイトル)

□画像の添付は必須ではありませんが、申請資料の特徴や優位性を分かりやすく表現できるようなも
のを貼り付けることを勧めます。

※「百聞は一見に如かず」ではありませんが、文章では伝わりにくいことも、画像等を用いることで分か
りやすいものになると思われます。様式2本文中で表現しきれていない事項を補完できるような画像
を添付しすことを勧めます。 Point

□画像ファイルは３つまで貼り付けることができます。 Point
※注意事項についてはN概要●概要写真の項目を確認してください。

ｈ

ｉ

２５．「参考文献」

２６．「その他(写真)」「その他ダウンロード資料(カタログ、独自技術指針等)
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比較表Ｊ

Ｊ ２７．「比較表」

□記載要領については、P.32「比較表について」を参照してください。
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様式1:新技術情報提供システム(NETIS)登録申請書Ｍ
Ｍ

□申請情報等の確認が完了した段階で、様式1の提出を依頼させて頂きますので、その時に必要事項を記入のうえ、
提出するようにしてください。
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◆「詳細説明資料」について

・「詳細説明資料」は、申請技術と従来技術との比較により、新技術の機能･性能、優位性などを確認する資料となります。

・申請技術と従来技術との比較については、いずれの技術も数値等を用いて、できるだけ定量的に比較･評価するようにしてください。

定量的な評価が困難な場合は、この限りではありません。

・比較･評価には、その内容が確認できる資料が必要であり、その資料が無い場合は記載することができません。

※比較･評価には申請技術、従来技術、それぞれの確認資料が必要になります。

・技術概要資料 及び 比較表 との整合を図ってください。



【参照】 様式-2

【参照】 様式-4
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■「詳細説明資料」の記載要領 （品質・出来形）

１

技術概要資料

比較表

１

１

小項目
□「中項目」に関連した項目になっていますか︖
□技術概要資料「新規性及び期待される効果」に記載している内容を網羅した
項目立てになっていますか︖。 Point
※「中項目」に対し、複数の項目立てが必要となる場合は、行を挿入して、項
目を追加してください。

※敢えて従来技術と比較する必要のない項目(例として同じ資機材、同じ適
用範囲･規格など)については「－」とすることを勧めます。 Point

※登録済みの類似技術の『小項目立て』や『記載方法』等を参考にすると良
いかもしれません。

□記入欄①〜⑧の記載内容が「技術概要資料」「比較表」の「品質･出来形」と
同じ内容になっていますか︖ Point
※記載コメントや評価結果の内容を整合させてください。
※各様式間の整合を図ってください。
※技術によって得られる成果物や材料、製品に関わる品質、施工に関わる品
質管理、完成物に関する出来形管理など、基準に照らし合せて項目立てし
記載してください。

□耐久性
※技術によって得られる成果や技術自体が継続的かつ長期的に保持できる
性能(耐久性)について記載してください。

【物性】︓技術によって得られる成果物の耐久性に関わる物理的特性、化学
的特性、又は物理的特性値、化学的特性値を保持できる期間。

【形状】︓成果物の形状により得られる耐久性に関する事項、又は目的物の
形状を保持できる期間。

【能力】︓技術もしくは技術によって得られる能力、又は耐久性に関わる能力
を示す特性値を保持できる期間。

※技術によって得られる成果物や材料、製品に関わる品質、施工に
関わる品質管理、完成物に関する出来形管理など、基準に照らし
合せて項目立てし記載して下さい。

【材料】︓技術自体もしくは技術で用いる材料が具備する強度、密度、
質量などの特性値。

【施工】︓技術を適用する過程において必要な管理頻度や管理基準、
規格値など。

【完成物】︓技術によって得られる成果の正確さ、外からみた場合の
寸法、形、大きさ、見栄えなど。

１ １



【参照】 様式-2

【参照】 様式-4
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２ ２安全性
□記入欄①〜⑧の記載内容が「技術概要資料」「比較表」の「安全性」と同じ内
容になっていますか︖ Point
※記載コメントや評価結果の内容を整合させてください。
※各様式間の整合を図ってください。
※技術によって得られる成果物、システム及び、適用する過程における安全性に
ついて記載してください。但し、労働安全や運搬機材の安全性など労働安全
衛生法上の安全性は含みません。

【構 造】︓技術によって得られる成果の構造、システムの安全性や、その成果を
利用する場合の安全性(例として、交通安全や防災等に関するもの)。

【施工段階】︓施工中の現場内および第三者に対する安全性。

２

施工性
□記入欄①〜⑧の記載内容が「技術概要資料」「比較表」の「工程」「施工性」
「現場条件」 「適用範囲」「自然条件」と同じ内容になっていますか︖
Point

※記載コメントや評価結果の内容を整合させてください。
※各様式間の整合を図ってください。
※施工における工程、適用条件などについて記載してください。
【合 理 化】︓工程などシステムや機械の導入による合理化の程度。

※日数や時間、工程数による定量的な記載および評価としてくだ
さい。

【現場条件】︓申請技術が適用可能な現場条件。
※「技術概要資料」「比較表」の「現場条件」と同じ内容を記載し
てください。

【適用範囲】︓申請技術が適用可能な適用範囲(制約条件など)。
※「技術概要資料」の「適用範囲」、「比較表」の「施工性」と同じ
内容を記載してください。

【自然条件】︓申請技術が適用可能な自然条件(地形、地質、気象など)。
※「技術概要資料」の「自然条件」と同じ内容を記載してください。

【施工管理】︓申請技術の施工における管理項目や管理頻度など。
【難 易 度】︓申請技術の施工にあたっての難しさの程度(特殊作業、特殊

機材使用の有無など)。

３ ３

環境
□記入欄①〜⑧の記載内容が「技術概要資料」「比較表」の「環境」と同じ内容
になっていますか︖
Point

※記載コメントや評価結果の内容を整合させてください。
※各様式間の整合を図ってください。
※技術によって得られる成果や技術自体によってもたらされる社会や作業員に
与える影響について記載してください。

【社会環境】︓申請技術の施工時又は完成後に発生する地域や社会への
影響。
※「様式2」「様式4」の「周辺環境への影響」と同じ内容を記載
してください。

【作業員環境】︓当該技術の適用時に発生する現場内(作業環境)への影響。
※「技術概要資料」「比較表」の「周辺環境への影響」と同じ
内容を記載してくいださい。

４ ４

■「詳細説明資料」の記載要領 （安全性、施工性、周辺環境への影響）

技術概要資料

比較表

２

３

４

３

２

３

４

３

４
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■「詳細説明資料」の記載要領 （全体イメージ①）

①現行基準値等
□申請技術の施工における準用すべき基準等を記載していますか︖
※できる限り数値を用いて定量的な記載を心がけてください。

※基準値等について当該項目に記載した場合、「②現行基準との比較」「⑧基準値の引用元」への記載が必要
になります。 Point
※小項目に該当する基準が無い場合は、「①現行基準値等」「②現行基準との比較」「⑧基準値の引用元」
には「－」を記載してください。

④従来技術との比較＜結果＞
□従来技術がもつ機能や性能と、申請技術との比較結果を併記していますか︖
※「③申請技術について…」により確認した数値との比較結果を客観的に「向上」「同等」「低下」で記載してください。

□現行基準等との比較が同じ内容になる場合もありますが、従来技術より申請技術の方が誤差が少ない等の理由から
「向上」となる場合もあります。 Point
※その際は説明書きを記載してください。

□従来技術では該当する項目がなく比較出来ない場合は「従来は○○がないため比較できない」「従来は○○がないこ
とから、△△が期待できるため向上」のように記載してください。 Point

□当該項目における比較事項と評価結果が、「様式2」「様式4」と同一の内容になっていますか︖ Point
【記載例】
・「従来は○○であることから、△△が図れるため向上」
・「従来も○○であり管理基準値内の精度を有するが、施工精度が△△となるため向上」
・「従来も○○のため同等」
・「従来は○○の機能がない」
・「向上(セル内改行)従来は○○kgまでの耐久性のため」
・「低下(セル内改行)従来は○○にも適用できる」

②現行基準との比較＜結果＞
□「①現行基準値等」と「③申請技術について…」を比較し、その結果を客観的に記載していますか︖
※比較結果は「適合」「不適合」で記載してください。 Point
※「①現行基準値等」が「－」であれば「－」を記載してください。

③申請技術について実証により確認した数値等
□実証実験や試験施工、計算等で確認された事項を記載していますか︖

※数値等を用い、できる限り定量的な内容にしてください。
※対応する基準内容によっては文章による表現である場合もあるため、適宜対応してください。 Point
※「④従来技術との比較」と対比できる内容にしてください。

① ② ③ ④
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⑧基準値等の引用元
□「①現行基準値等」に記載している基準値の引用元についての文書名(書籍名)を記載していますか︖
□その基準が掲載されている箇所(ページ等)まで具体的に記載していますか︖
※「①現行基準値等」が「－」であれば「－」を記載してください。
【記載例】
・○○基準○編○章○
・△△法○条○項
・JIS○○
・自社基準

⑤申請技術の数値採取条件
□「⑥実証方法･機関」で採取した「③申請技術について…」がどのように採取されたものなのかを記載していますか︖
※一般的な条件の場合は「施工実績」「試験施工」「JIS○○」「○○試験」となります。

□具体的な条件がある場合は、具体的な数値や文書を記載してください。 Point

⑥実証方法・機関
□データを採取した試験の名称やその内容、またそれはどこで行った試験なのかが分かるように具体的な機関名等が記
載できていますか︖
※実証方法(試験名等)と確認機関(自社、○○試験センター等)の両方の記載が必要です。 Point

⑦添付資料名･番号(根拠データ等)
□「③申請技術について…」の根拠資料を、記載及び添付していますか︖
□添付資料番号は「様式3」の上方より順に付与していますか︖
□「様式2」の「添付資料」と同じ資料名、番号になっていますか︖
□情報公開したくない資料については「参考資料」として記載及び別途提出してください。
※「参考資料」は情報公開法の対象外として取り扱われます。 Point

【記載例】
・添付資料－1. 積算資料
・添付資料－2. ○○○工法施工要領

⑨備考
□専門用語の補足説明などを記載するなどして、記入欄①〜⑧までの記述内容がより分かり易くなるように工夫する
ことを勧めます。

※NETIS閲覧者の中には、専門職でなく一般職の人もいるため、資料を分かり易くすることが申請技術を理解し、活
用につながるものと思われます。 Point

■「詳細説明資料」の記載要領 （全体イメージ②）

⑥⑤ ⑦ ⑧ ⑨
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引用元には、発行年、
発行元、項目、頁数も
記載されていますか？

⑦は、様式2の添付資料に記載したものと
同じ内容になっていますか？
※開示できないものは参考資料として下さい。
※様式2は根拠データにはなりません。①を記載した場合、以降

②～⑧は必須となります。

①②が「－」であっても、
③④⑤⑥⑦は必須となります。

標準的な基準や自社基準等も
無く、①が記入できずに
「－」となった場合は、②⑧
も「－」となります。

④は、様式2の活用の効果と
整合させて下さい。

小項目、①、③の記載内容は、
整合していますか？

⑤は、③がどの様な条件下
で得られた数値なのか具体
的に記載されていますか？

⑥は、実証方法と機関名の
両方が記載されています
か？

■「詳細説明資料」の記載要領 （全体イメージ）
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◆「比較表」について

・「比較表」は、発注者(国土交通省職員)が活用等を検討する際に、従来技術や類似技術と比較検討するための参考資料として使用されます。

・従来技術と申請技術との比較に際しては、「技術概要資料」、「詳細説明資料」との整合を図りながら各項目の記載及び評価を行ってください。

・既存のNETIS登録技術の情報につきましては、NETISホームページの情報が転記されるようになっています。

・申請技術⇔従来技術の比較結果を下記４段階で記載してください。

【記載例】

・著しく向上：「◎」

・向 上：「〇」

・同 程 度：「△」

・低 下：「×」
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■「比較表」の記載要領

工法概要
□アブストラクト程度の表現で記載できていますか︖
※特に「売り」がどこなのか分かるようにお願いします。
※技術概要資料の概要(アブストラクト)を転記することを勧めます。
Point

A

A

B

Ｃ

既存のNETIS登録技術︓
NETISで検索できる類似技術は
網羅できていますか︖
※既存のNETIS登録技術の欄
は、比較案の数に応じて、追加
してください。

概略図
□技術の概要が確認でき、視覚的に特徴がつかみやすいものになってい
ますか︖
※写真、イラスト(模式図、フロー等)等を挿入してください。

B

品質・出来形、現場条件、設計条件、安全性、施工性、環境
□技術概要資料、詳細説明資料の各関連事項に記載した内容と整合
がとれていますか︖

□新技術の記載事項と対応する内容を記載していますか︖
□比較内容の整合が図れていますか︖

Ｃ

備考
□特筆すべきことがある場合に記載して下さい。

Ｄ

新技術の記載事項と対応す
る内容を記載していますか︖
比較内容の整合が図れてい
ますか︖

Ｄ


